
アヌシー都市圏共同体観光局
住所: Bonlieu, 1 rue Jean Jaurès -

F - 74000 ANNECY
電話: +33 (0)4.50.45.00.33
Fax : +33 (0)4.50.51.87.20
メールアドレス: info@annecytourisme.com
ホームページ: www.lac-annecy.com

アヌシーとアヌシー都市圏共同体を、
もっと詳しく知るには・・・
ガイド付き観光
《アヌシー・芸術の町》のタイトルで、政府公認ガイド
が、一年を通してアヌシーの町のコメント付き観光を受
け付けています。

《旧市街を透して》
アヌシー観光局で販売しているこの小冊子は、アミ・ド
ゥ・ヴィエュ・アヌシー協会の協力により発行。アヌシ
ーの主な歴史的建造物の、詳しい説明が載っています。
アヌシー城博物館
住所: Place du Château - 74000 Annecy - 電話: 04.50.33.87.30

パレ・ドゥ・リル（旧牢獄）
住所:3 passage de l’Ile - 74000 Annecy - 電話: 04.50.33.87.30

ＣＩＴＩＡ展示
芸術・歴史博物館
住所:18 avenue de Trésum - 74000 Annecy
電話: 04.50.33.87.30

ＣＣＳＴＩ ラ・テュウビン
住所:Place Chorus - 74960 Cran-Gevrier
電話: 04.50.08.17.00

この資料は、アヌシー観光局により作成されました。
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この散歩道は、フランスでもっとも短いであろうティウー川
を発見する道である。この川は、最終的には、ローヌ川に注がれ
るル・フィエール川にアヌシー湖の水を流す役割を果たしている。
ティウー川は、アヌシーに様々な職業・工業の発展を19世紀に
もたらせた。

アルベルト・ルブラン橋からヴァセ運河沿いにジャッケ
の散歩道を行く。この運河は、当時町を守る壕の役割をし
た。広場に見えるのが、１９０６年からある木製のメリー
ゴーランド。その先にある愛の橋を渡ると、ジュル・フィ
リップの幼稚園と小学校、その脇に市役所が見える。サン・
モーリス教会の後陣からは、サン・ドミニック運河 � の一
部が見える。運河の名前は、旧ドミニック会から取ったも
の。

アール橋を渡り左に曲がり、ペリエールの川岸からは、
サン・ドミニック運河の入り口にある機械弁 � が見える。
この運河は17世紀から、最初の聖母訪問修道女会の教会下
に激しく流れ込む。現在この教会はサン・フランソワと呼
ばれる。

橋の下手に見えるのが、パレ・ドゥ・リル � 、旧市街

のもっとも有名な景色。湖の要塞化された家は、ティウー
川に錨を下ろした船にも見える。水に近い位置にある、頑
丈な鉄柵をつけた窓が、当時の牢獄の面影を残している。
現在は、建築遺産の展示を行っている。

リルの河岸は、１９世半ばによるもの。この辺りは、昔
の面影を濃く残している：川岸の家々は水につかり、玄関は
川に向いている。ホテル・シャルモアジィの大きな扉には、
小船を繋留する輪が残る。二重の階段のついているのが、モ
ロン橋 � 、アヌシーで最も古い石橋。この橋は、住居に
よって覆われている。１９世紀に解体されるまで、ブラン
ロン城と呼ばれていた。両端の橋脚は、住居の下を通る。

その先には、レベシェの橋。セレスタンの通路を通り、
ジャン・ジャック・ルソー通りを抜け、フィラテリー通り
からノートル・ダムの広場に出る。

すぐを左に曲がり、木製の路を行く、この道の下にはサ
ン・ドミニック運河 � が流れる。この運河は、大聖堂
の河岸にかかり、ヴァセ運河につながる。その先には、ヴ
ァラン夫人の河岸と続き、レプブリック通りとなる。

レプブリック橋 �からは、機械弁が旧クラリス修道院
に革命後に作られた、製糸工場の水車に水を送っている。
《ティウーの水門》は、１８７４年、エンジニアのサディ・
カルノにより製作。素晴らしい技術と建築で、湖の水位を
２０ｃｍ上げることが
でき、年間を通して川岸
の工場に必要なだけの水
量を保持できた。コルデ
リエールの旧水車の堤防
から、アヌシー中世の手
工業はここから始まった
ことがわかる。また、
１９世紀の工業化もここ
から始まった。

クラリスの河岸を進むと、
向かいにはコルデリエー
ルの岸 � が見える。
ここには、鉄でできた柱の
屋根のある洗濯場跡があ
る。そして、ここには旧製
糸工場跡に建設された現代
的なマンションが建つ。

右に曲がると、ドゥ・
ラ・ガール通り。それをす
ぐ左に曲がると、リル・
サン・ジョゼフ 	。ここに
は、中洲一杯に織物工場

があった。現在は公共公園。ヴォージョラス学校沿いを行
く道は、ルイ・ラシェナル散歩道。１９５０年のアンナプ
ルナの登頂成功者でもある、アヌシーの登山家の名前から
取ったもの。

ローヌ大通りを地下通路で渡ると、散歩道は子供の遊び
のように簡単だ。ポン・ヌフ 
 までは木々の生い茂る道
が続く。この道は、１８４５年にシャンベリー通りに平行
して作られた遊歩道。アヌシーと姉妹都市を結ぶサン・テ
レーズ・ドゥ・ケベックの名を付けたこの散歩道 �には、
児童公園もある。

鉄橋を渡り、対岸はクラン・ジェブリエの町。散歩道の
中でも、もっとものどかで、木々に覆われた道を行くと、
アヌシー・アルベールビル間を結んでいる鉄道に架かる橋
があり、続いてアヌシーとエクス・レ・バンを結ぶ高架橋
がある。川に作られた堤防と数々の水門から、当時水車に
動力を与えていたのが良くわかる。

歩道橋を渡り、対岸沿いを進むと、ティウー川が中洲を
挟んで、水の渦を生んでいるのがわかる。レンガの煙突と、
水利の歯車から、ここに繊維工場があったことがわかるだ
ろう。町は、この水の渦を利用した、ブラッシリー水力発
電所を建設。この発電を、工業遺産の展示に役立てている。
ラ・テュウビンは、クラン・ジェブリエの文化活動の

中心でもある。アヌシー都市圏共同体の科学・技術・産業
文化の中心でもある。ここでは、水に関した資料や、展覧
会を行っている。

レプブリック大通りからは、アヌシー行きのバスが出て
いる。

アヌシー観光局は、ボンリュウの建物内部の公共広場
にある。ボンリュウという名は、１７９３年に解体した大
修道院からとったもの。改革後は軍隊の兵舎、そして武器
工場、その後、旅館からホテルに
移り変わった。現在の建物は、
建築家モーリス・ノバリナにより
１９８１年に建設。

県庁 � は、１８６０年のサ
ボワのフランス併合後に建設。
その城に似た姿は、１７世紀のフ
ランス建築の良い特徴。ここから
始まるアルビニ大通り � は、
１７９５年から１８０７年に作
られたもの。１００歳近いプラ
タナスの並木道が見事。

左手に見える湖は、湖の上に

そそり立つモン・ベリエール山（1299ｍ）の断崖、堂々と
したトルネット山（2351ｍ）、森に覆われた円い頂のセ
ムノーズ山（1699ｍ）ロック・デ・ブォフ山（1774ｍ）
そして、ラ・サンブイ山（2198ｍ）に囲まれる。

アルビニ半島は、アヌシーの湖水浴場がたくさんある。
テニスコートの前を通り、湖水浴場に入ると、アンペリア
ル公園 � にでる。ここには大きな鳥小屋やブランコを
始め、様々な遊具が揃う児童公園がある。

アンペリアル・パラス � は80年代に大改造を経て、
１９１３年に開業。単なる豪華なホテルではなく、カジノ
や会議場も併設している。

ホテルのテラスには、湖の向か
いに好い香りを放つバラ園があ
る。アンペリアル・パラスの裏
に回ってアルビニー大通りを渡
ると、１９６４年から１９６５
年に建てられたサン・ベルナデ
ット教会 � がある。
ル・パキエ� は、昔、町の入り
口にある公共の牧草地だった場
所。現在は、ここで色々な催し
物が開かれる。アヌシー湖周辺
の山の名前を見つけることがで
きる案内板もある。ボートや小

船、水上自転車では湖上
の散歩ができるだろう。
馬の形をした三輪車やブ
ランコなどの遊具が子供
たちを待っている。向か
いには、セムノーズ山の
裾野に、聖母訪問修道女
院が矢のように突き出
し、城の塔が旧市街を見
下ろす様子が見られる。
ポン・デ・ザムール � は
２０世紀初頭、１９０７
年の鉄を使った建設様式
のよい見本。橋からは、
プラタナスがアーチ状に

茂るヴァセ運河が、１９０６年製のメリーゴーランド方向
に流れていくのが見える。

橋を渡ると、対岸にも児童公園がある。ここは、
１８６３年に作られた英国式の庭園、ジャルダン・ドゥ・
ヨーロップ	。ここに植えてある木々の名は、木について
いる札によって知ることができる。湖水に浮かぶ人口島は、
リル・デ・シーニュ。ここにある日時計は、１８７４年、
カプチン会修道士のアルセールによって作られたもの。そ
して、ここに建つ銅像は、タロアール出身の科学者ベルト
レ（1748-1822）。彼は、漂白水の発明者。

船突き場は、ナポレオン三世の埠頭へと続く。ここに
はナポレオン三世がアヌシーの町に蒸気船を送った事を示
すプレートがある。すぐ脇には、人生を湖の生態調査に捧
げたマーク・ルロの記念石碑。船着場からは、快適な遊覧

船で湖を廻ることができる。
市役所（１８５５年）

はサルジニア統治形態時
の、ネオクラッシック建設
の代表的な建設様式。ヴィ
クトール・エマニュエル2
世治下に建設。市役所前の
広場にある四角い水の鏡は、
建築家ジャン・ミッシェル・
ワィルモットにより
１９９５年に完成。

アヌシーの町はフレンチアルプスの中でも、
一番古い歴史のある街です。
実際に、湖に沈む新石器時代の遺跡が、その事
を証明しているのではないでしょうか。
(紀元前4000年)

紀元前一世紀の半ばにには、ローマ人によ
るブタエ集落がこの地に現れ、１１世紀になる
と、ティウー川沿岸には、アヌシー・ル・ビュ
ウとは反対に、アヌシー・ル・ヌフの町ができ、
城に守られ発展しました。たくさんの手工
業が川の水力を利用して、発達しました。

１３世紀初めに、ジュネーブ公爵がアヌシ
ーに居を構え、１５１４年にはジュネボア家の
親族封によりサボア公国が設立され、それと同
時にアヌシーは、司法・行政を担う、重要な地
となりました。

１５３０年初頭、カルビン派のもたらした
宗教改革の勝利によって、ジュネーブを去った
司教は、アヌシーを新たな居住地に定め、それ
によりジュネーブの司教区はアヌシーに移築さ
れました。

１６０２年、サン・フランソワ・ドゥ・サ
ルの司教就任により、ジュネーブがプロテスタ
ントの町に比べ、アヌシーはよりカトリック色
の強い町となりました。

また、１７６５年から１７７０年にジャン
・ジャックルソーによって書かれた“レ・コン
フェッシォン”は、田舎町だったアヌシーでの、
のんびりとした当時の日常生活を描いたもの
です。

１８世紀後半には、大きな時代の動きに飲
み込まれ、アヌシーの町は工業化し、２０世紀
の産業革命の幕開けとなります。１７２０年に
は、サルディーニャ王によるサボア公爵の即位
により、ササボア公国が設立された。

１８６０年のサボワのフランス統合により、
観光業が発達し、人々の関心のなかったアヌシ
ーの景観に、徐々に目が向けられるようになり、
都市開発が始まりました。

産業活動のリダーでもあり、観光開発も盛
んで、また文化活動の拠点でもあるアヌシーは、
アルプスの美しい山々や、湖、旧市街と言った
さまざまな面を持ち、その魅力がたくさんの人
々を魅了し、虜にしています。

豊かな歴史をもちながら、未来を見つめ、
アヌシーの町は、人口増加・経済発達の進む、
アヌシー都市圏共同体の中心都市でありな
がら、観光の拠点として人の視点に立ち続け
ます。
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L’ Hôtel de Ville

L’Ile des Cygnes

® Isabelle Morisseau – Ville d’Annecy

出発地点: アルベルト・ルブラン橋（アヌシー観光局前）
到着地点: サン・ジョゼフ島 又はポン・ヌフ、又はラ・
テュウビン クラン-ジェブリエ
難易度: なし
アクセス: 旧市街の石畳
備考: ポン・ヌフ、又はクランジェブリエからバスの復路
も可能。

出発地点: アヌシー観光局 � 到着地点: 市役所
所要時間: ２時間 � 難易点: なし
アクセス: 可能
備考: ミニ機関車に乗る事もできるので、子供向き。
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市役所前の広場を横切る通りは、かつて蛙の多い沼地が
干上がったもの。

ティウー運河とヴァセ運河が合流する地点で、運河は町
を囲む壕の役割を果たしていた。サン・モーリス教会の後陣
には、城壁跡のレンガが残る。

後陣左手には騙し絵のステンドグラスが見られ、
サン・フランソワ教会裏には、香部屋のとても厚い壁
や、鉄の柵の窓などの城壁跡が見られる。

ケ・ペリエー �からはサン・フランソワ教会の
下に流れるサン・ドミニック運河入り口のゲートが見ら
れる。

ここから、ティウー運河に下りる階段がある。すぐ左
脇には、水の中に水際の壁から出る鉄の輪が嵌め込まれ
た大きな岩が見えるが、ここからがティウー運河を覆っ
ているアーチ状の通路の始まり。鉄の輪は、当時運河の
通行を封鎖する際に、鎖を通したもの。

ゴリアルディ小道を行き、右に曲がるとアノンシアッ
ド通り、ここにあるのがペリエール門 �。イタリアから
のアヌシーへの入り口。門には、アヌシーの紋章の鱒が
見られる。

門から城壁沿いに続きペリエール塔。ジュヌヴォワ・
ネムール公爵のポール競技場を連想させるような、急な
坂道のアンパス・ドゥ・トリポズ。

坂の上で左に曲がり、シャルモイズィ通り、その先に
女王の塔通りと続き、城前の広場 �に出る。

女王の塔の入り口は狭いが、１３世紀に建てられた塔
の壁の厚さは4.5メートルになる。壁は巡警路にまで達し、
物見台との境を示している。アーチ型の扉の内側には、
当時鉄柵のあった名残が見られる。この扉は、女王の塔
右脇にある銃眼により守られていた。最近の発掘作業に
より、城の前の旧防御壁が発見された。矢狭間と銃眼は、
入り口の昇開橋により支えられていた。

城前の広場は、以前サン・モーリス教会のお墓があっ
たが１７９４年に解体。広場の壁にある鉄製の十字架が、
当時お墓であったことを示す。ギャラリーのある古い家
は、サン・モーリスの旧療養所。城壁沿いに坂を下ると、
右手に人口密度の高い旧市街の真ん中にある、緑の美し
い小さな公共公園 �がある。

再び、城壁沿いの坂を下り、右方向に見える丘の斜面
がサン・モーリスの坂の始まり。バス・ドゥ・シャトウ
通り �を進むと下方に小さな家が見える。
この家のテラスを支える巨大な壁は、旧サン・モーリス
教会の前庭跡。この教会は解体され、サン・モーリスの
名は、市役所前のドミニック会の教会につけられた。

バス・ドゥ・シャトー通りの先には、城の階段が続き、
サン・クレール通りと続く。この通りを横切り、ティオ
ー運河をまたぐ家をくぐるとモロン橋 � （アヌシー
で最も古い石橋）。この辺りは、当時たくさんの人が住
んでいた。道は、再び家の下をくぐり、ジャン・ジャッ
ク・ルソー通りにでる。頭上右手には、サン・ピエール
の像が建つ壁龕、左手には金の牛の紋章が見える。

この通りを左に見ながら、すぐに右に曲がると
大聖堂につながる道。

大聖堂の後陣の小広場 � は、階段物見席
となっている。古い井戸の縁石を右手に、
左に進むとヴァセ運河に繋がるサン・
ドミニック運河。

大聖堂に繋がる、道沿いにある家々
を進み、狭い通路を行くと、フィラ
テリー通りのアーケードにでる。

出発地点: サン・モーリス教会の後陣
到着地点: サン・モーリス広場
所要時間: １時間３０分
難易点: アンパス・ドゥ・トリポズ
トリポの急な上り坂と城の長い階段

アヌシーの特異な景色
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の像がある。１５６７年にトーレンスに生まれ、ジュネ
ーブの司教であった彼は、彼自身の人生観念となる著作
を執筆。

カトリック教会は、ジャーナリストと小説家の守護
聖人を生み出した。

二つ目の聖母訪問修道女会の修道院 � 。１６３４
年から１６３６年に建設。現在は、サン・ジョゼフの修
道女たちが暮らす。修道院の門をくぐり、プロビドンス
通りを少し進むとメゾン・ドゥ・ラ・ギャラリー 	
がある。ここに、１６１０年にフランソワ・ドゥ・
サルとジョン・ドゥ・シャンタルが聖母訪問修道女会を
設立した。

至極控えめな小礼拝堂と、ジョン・ドゥ・シャンタ
ルの寝室、修道女たちが静寂に満ちた回廊と、彼らの庭
を案内してくれるかもしれない。

フォウボルグ・デ・アノンシアッドに戻り、ペリエー
ル門をくぐると、パレ・ド・リル 
.

左に見えるパレ・ド・リルの前の橋からは、運河に
迫り出す家々が見られるが、これが運河が整備される前
の街の姿。

パレ・ド・リルは長い
間、裁判所と牢獄として使
用されていた。現在は建築
遺産と牢屋の展示がある。
一番古い部分は１２世紀の
建設。パッサージュ・セレ
スタンを右に進む。

正面にあるのが、
サン・ピエール大聖堂 �。
１５３５年にフランシスコ
修道会のために建設された。
後に、プロテスタントの改
革のために、アヌシーに非
難してきたジュネーブの司
教館として仮使用された。
ファサードはルネッサンス
様式。内部の説教壇
（１８世紀）にはフラン
ソワ・ドゥ・サルが、サボ
ワの元老院に説教する姿が
見られる。彼は、ジュネーブの司教館を避難し、１６０１
年から１６２２年の間、アヌシーに移る。祭壇にはフラ
ンソワを奉納し、ステンドグラスには、彼の功績が描き
出される（１９３３年）。１７８０年に再建され、スタ
ッコ装飾を施し、大理石を模造した。また、絵画には“サ
ン・ピエール・ドゥ・マゾラの解放”（１７８１年）やカ
ラバージによる“埋葬”が見られる。階上には、歴史的建
造物に指定されている、１９世紀のパイプオルガンがあ
る。

正面には、サン・ピエールの像で飾られた聖歌隊員
養成所があり、ここで思春期のジャン・ジャック・ルソ
ーが音楽を学んだ。右手には、フランソワ・ドゥ・サル
が暮らしていたロテル・ランベルト（１６世紀）、美し
い大聖堂と司教館（１８世紀）は現在、国立音楽・舞踏
学校に使用。内部はアーチ上の天井に、クロード・ビア
レ（１９９１年）の作品が広がる。その先は旧司教館

の中庭、司教館の建設される前、１８
世紀末にはルソーがこの地で出会う

（ １７２８年）ヴァラン夫人が暮らす、
小さな家があった。当時夫人は２８
歳、ルソーは１６歳。これを記念し

て立てられたのが、ルソーの胸像 �。
小さな橋を渡ると、司教区の庭。

それに続きヴァラン夫人の岸（木製の
通路）を通り、左に曲がるとレプブ
リック通り。レプブリック通りから
の、運河遠景が素晴らしい。当時、
製糸工場に使用していた水門も見える
（１８０４年－１９５５年）。
サン・クレール広場 
の現代的なマ
ンションは、クラリス修道院跡に
１８０４年に建設された製糸工場が
あった場所。アーケードの足元には、
アヌシーの紋章である鱒が刻まれた
キベロンの噴水（１６３５年）。

右手にあるサン・クレール門の
脇には、１８世紀の美しいファ
サードが残るガロ邸宅。

サン・クレール門脇の左手
には、ネムーの急坂。これは、
アヌシー城まで続く古い城壁
跡。

アヌシー城 � は１２１９
年よりジュネーブ伯爵により建
設。１４０１年にサボワに併合
され、１６世紀にはジュヌヴォ
ワ・ネムール公爵の住居だっ
た。１７世紀から１９４０年に
掛けては、軍隊の兵舎として使
用。現在は、アヌシー城博物館
とアルプスの湖観察所になって
いる。

城の入り口は、１６世紀に
巡警路により要塞化された。門
は落とし格子と昇開橋により守
られていた。聳え立つ女王の塔
は、城の中でも最も古い１３世
紀の建物。入り口の防御は、当
時の発掘作業の際に発見された
もの。

旧市街と教会

ほぼ正面左手には、もう一つの神秘的な通路 	
がコレージュ通りに続いている。ここから、運河に立
つ木製の張り出し窓のある家によって、二手に分かれ
るサン・ドミニック運河がみられる。これが、ティウ
ー川が流れるアヌシーの旧市街を復元する、もう一つ
のアヌシーの特異的な景色である。

パキエ通りを進むと、１７世紀にフランソワ・ドゥ・サ
ルの姪の子に建設されたサル家の邸宅 � がある。
建物の正面に四季を表した胸像と、正面東の夜を現し
た胸像が見られる。美しい正門と月桂樹の葉の絡み合
う模様の、鉄のバルコニーの柵が目を引く。永遠を表
現した模様とブノワ・モーリス・ドゥ・サルのイニシャ
ルBMSが見られる。

１８世紀に始まる都市開発
以前、パキエ通りはサン・
ジョン・ドゥ・エルサレム教
会の前で、カルノ通りと交差し
ていた。１８２２年にロワイヤ
ル通りが延長される。
サン・ジョンの井戸 � は、
サン・ジョン施療院の唯一の
名残。マルタ騎士団の名で有
名だ。井戸の縁石には１６８９
年に修復工事をした際のアヌ
シー組合の名が残る。
ノートル・ダム通りを左に行
くと、ノートル・ダム・ドゥ・
リエス�が見える。教会には
唯一の１６世紀の鐘が残る。
このノートル・ダムは、フラン

ス革命で崩壊されたものが、１８５０年にネオクラッ
シク様式で再建されたもの。しっかりと構築された、
主祭壇が目を見張る。

教会の左にあるのが、旧市役所 �。現在は司祭
館。美しい階段脇の鉄柵にはアヌシーの紋章である
鱒が見られる。

再びノートル・ダム通りを右に行くと、アーケード
のあるフィラテリー通り。通りの突き当たりにあるの
が、アヌシーで一番古い薬局で、店の正面は歴史的建
造物に指定されている。

サン・モーリス�は、１５世紀の旧ドミニコ教会。
運河にかかる教会は、美しい景観を醸し出す。通路の
突き当たりにある、騙し絵の墓石は、サボワ公爵とブ
ルゴーニュ公爵の顧問でもあり、地方の領主であった
フィリベルト・ドゥ・モントズ（１４５８年）の作品。

聖職者席は１８世紀後半の作、巨人に支えられる
説教壇は１７１５年作。

１５世紀から１６世紀にかけて、サン・モーリス教
会は地域の中心的役割を果たしていた。職業団と地域
の主要な人々の協力で、付属礼拝堂もできた。

ラシャ製造の鋏が交差する模様が、教会右脇の付
属礼拝堂に見られる。サン・モーリスはアヌシーとサ
ボワのパトロンである。

サン・フランソワ教会 �
は１６１０年にフランソワ・ドゥ・
サルとジャン・ドゥ・シャンタルに
より創設された、初めての聖母訪問
修道女会の修道院だ。１６４４年に
コントル－レフォーム様式に改築。
１８世紀末には創設者の墓があった。
１７９５年の聖職者の財産剥奪により、
修道院はオリエンタルな模様を印刷
した、インド綿の工場に改造される。
１８９０年に再建され、１９２３
年にはイタリア移民の共同体に割り
当てられた。教会の心臓部の大きな
祭壇は、１９世紀に再建されたもの。
小礼拝堂の祭壇と、ジャン・ドゥ・
シャンタルの木造金箔の像は、
１８世紀バロックの良い見本。

プラス・オウ・ボワは、昔、
暖房用の薪を蓄えていた場所。
フランソワ・ドゥ・サルと彼の書籍
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® G. Bourmault / AnnecyTourisme 2010

女王の塔通りから修道女会の大通りを行くと、
聖母訪問修道女会の修道院の大きさに驚くだろう �。
修道女たちは１９１１年に修道院に居を定めた。
１９３０年に完了した教会の鐘楼には、カリオンがあ
る。１９４９年まで教会として使用し、１９５１年に
は大教会堂となる。内部にはフランソワ・ドゥ・サル
とジャン・ドゥ・シャンタルの生涯を表したステンド
グラスがある。この二人は、銅製の装飾石棺に眠る。
隣の小さな美術館には、彼らの蠟の身体が実際の洋服
に身を包み、豪華な聖遺物匣に安置されている。

広場からは素晴らしい眺めが望める。ここからは、
アヌシーの町が１８９６年当時、人口12894人だっ
たのが、現在アヌシー都市圏共同体を含め人口
138000人に発展して来たのがわかるだろう。

城壁沿いに町に下りていくと、サン・ポールとサン・ピ
エール塔が旧住居上に張り出しているのがわかる。正面の
リル通りには、地盤沈下によって傾いたドアを見ることが
できる。

® Heliflash

出発地点: ボンリュウ アヌシー観光局
到着地点: プラス デ エフレシェール
所要時間: ２時間
難易点: お城と修道院の急な坂道

Le chemin des Remparts

Près de la cathédrale

L’impasse du Trippoz

Notre-Dame de Liesse

Hôtel de Sales

La Cathédrale Saint Pierre

Le château

La Visitation

Eglise Saint François

La porte Saint-Claire

�

��

��

�

�
�

�


�
�

�

��


